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Abstract 
The Japan Meteorological Agency (JMA) began operating the Numerical Analysis and 

Prediction System 9 (NAPS9)—its new supercomputer system—in June 2012. 
Accordingly, the Meteorological Satellite Center (MSC) improved the Satellite Data 
Processing System in response to an increase in data to be processed at the center. This 
chapter describes general information on the Satellite Data Processing System. 

 

要 旨 
気象庁（JMA）は 2012 年 6 月より新規スパコンシステム NAPS9 を稼働開始した。

これに合わせ気象衛星センター（MSC）では、センター内で行うデータ処理の増加に
合わせ、衛星データ処理システムの改良を行った。 

この章では衛星データ処理システム全般について記述する。 
 
 

１．システム構成 

 
気象庁予報部と気象衛星センターが共同使用して

いるスーパーコンピュータシステムの内、衛星デー

タ処理に関連する部分のことを「衛星データ処理シ

ステム」と称する。 
衛星データ処理システムは、静止気象衛星をはじ

めとする衛星観測データや数値予報データ、ADESS
電文データなどを収集し、それらを加工してプロダ

クトを作成し、ユーザーに送信することを主な目的

とする。さらに、参照資料やより高度な解析の研究

材料とするために、収集したデータやプロダクトデ

ータを保存する機能も備える。 
データの収集から衛星プロダクトの作成と配信は

逐次的に行われる必要があり、それを満たすデータ

処理能力がシステムに求められる。加えて衛星観測

データは天気予報・防災情報に必要不可欠であり、

業務は遺漏なく進まなければならない。それゆえ、

システムには障害への耐性も十分に検討されている。 
衛星データ処理システムは、サーバ群と、ネット

ワーク上での共有利用や過去の衛星観測データやプ

ロダクトなど大容量のデータを蓄積するためのスト

レージ、それらの装置を有機的かつ高速接続するネ

ットワーク群で構成されている。これらの機器の多

くは、インターフェースも含めて冗長化ないしは二

重化されており、単一障害に強い構成となっている。

衛星データ処理システムの主要な機器は、他のスー

パーコンピュータ機器と共に、清瀬市にある気象衛

星センター第三庁舎に設置されている。 
サーバに導入されているオペレーティングシステ

ム（以下「OS」とする）は UNIX で、外国衛星のデ

ータを管理する等の都合で Linux を導入しているサ

ーバもある。開発言語は、以前のシステムから引き

続き C と FORTRAN90 が導入されている。ミドルウ

ェアソフト群の導入により、衛星ルーチン業務処理

の実行制御や衛星データ処理システムを構成する機

器の監視を支援している。 
本章では衛星データ処理システムに導入したこれ

らハードウェアとソフトウェアを紹介する。 
 
２．ハードウェア 

 
スーパーコンピュータシステムにおける、衛星デ

ータ処理システムのハードウェア機器の構成を示し

たものが図 1 である。この内、色付き且つ名称が太

字となっている機器が、衛星データ処理システムに

属する機器である。 
 

1気象衛星センターデータ処理部システム管理課（現 データ処理課） 
2気象衛星センターデータ処理部システム管理課（現 気象庁観測部気象衛星課） 
3気象衛星センターデータ処理部システム管理課 

(2013 年 1月 25 日受領、2013 年 5月 16 日受理) 
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図 1 スパコンシステム内における衛星データ処理システムの機器構成概要図（平成 24年 6月時点） 

色付き＆名称が太字となっている機器が衛星データ処理システムに属する機器。 
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これらの機器は、ネットワーク、サーバ、データ

処理用ストレージ、運用監視装置、リモートメンテ

ナンス装置、その他の機器に分類される。 
 

2.1 ネットワーク 
衛星データ処理システムは、主にサーバやストレ

ージで構成しており、これらを接続するネットワー

クの内、データ処理に関わる業務では「清瀬基幹ネ

ットワーク」「業務管理ネットワーク」「ストレージ

ネットワーク」の 3 つが基本ネットワークとなる。 
衛星データ処理システムのネットワークは、大量

のデータを利用する上で重要な役割を果たす。 
 

(1)清瀬基幹ネットワーク 

清瀬基幹ネットワークは、アデスや地震火山部、

外国気象機関などの他システムからのデータ取り込

みや、本システムの作成プロダクトを他システムへ

提供するために、装置間を接続し他システムと通信

することを目的としたネットワークである。また、

本庁・清瀬間 WAN（Wide Area Network）もこのネッ

トワークに接続され、本庁機器へのデータ転送にも

利用される。 
清瀬基幹ネットワークとしては、L3 スイッチ

AX6608S が 2 台清瀬第三庁舎に導入されている。各

機器とスイッチとの接続は 1000BASE-T による高速

接続で、必ず 2 つのスイッチへの冗長接続となって

いる。これにより、一つのスイッチやインターフェ

ース、ケーブルに障害が発生しても、ネットワーク

経路が切れないようになっている。 
 

(2)業務管理ネットワーク 

業務管理ネットワークは、サーバの制御・管理・

監視およびジョブフロー制御の通信を目的としたネ

ットワークである。これらの制御・管理・監視には

主に日立の統合システム運用管理ツールである JP1
シリーズを使用している。 
業務管理ネットワーク装置としては、L3 スイッチ

AX6608S2 台が清瀬第三庁舎に導入されている。 
 

(3)ストレージネットワーク 

ストレージネットワークは、衛星データ処理を行

うサーバ等がデータを共用するために、共用ストレ

ージやデータバンクストレージなどのストレージ群

と接続するためのネットワーク装置である。 
このネットワークは、ストレージとの入出力デー

タの送受信を担当するが、前述の清瀬基幹・業務管

理両ネットワークには干渉しない。 
また、ストレージネットワーク装置同士の間は

10GBASE-SR による超高速接続である。 
 
(4)その他（WAN 装置） 

本庁～清瀬間を接続する WAN 装置は、同二地点

間の通信について優先トラフィックを検出し転送を

実施する（ポリシールーティング）。WAN 装置はル

ータと帯域制御装置を一組とし２組で構成され、２

つの異なる通信事業者から提供を受け、マルチリン

ク化している。 
 
2.2 サーバ 

衛星データ処理システムを管理するサーバは、気

象衛星からの観測データ収集を担当する「衛星一次

処理サーバ」、衛星プロダクトの作成を担当する「衛

星二次処理サーバ」、極軌道気象衛星等の観測データ

取得とプロダクト作成を行う「外国衛星処理サーバ」

がある。外国衛星処理サーバは、ORS-LRS、AAPP
など部外機関提供ソフトウェアを用いたデータ校正

も行う。 
 

(1)衛星一次処理サーバ 

衛星一次処理サーバは、観測データ量が飛躍的に

増加する次期静止気象衛星のデータ収集・校正・画

素位置合わせなどを主に担当する。 
本サーバは日立エンタープライズサーバ EP8000

が導入され、演算装置は IBM 社製の CPU である

POWER7（3.0GHz）による16way構成となっている。

OS は IBM 社製 UNIX OS の AIX V6.1 が搭載されて

いる。主記憶メモリは 1コアあたり 8Gbytesである。

インターフェースは 1000BASE-T であり、清瀬基幹

ネットワーク装置と業務管理ネットワーク装置にそ

れぞれ冗長接続されている。この高速なデータ処理

能力とネットワークにより、ピーク状態で 10 分毎に

2GB 超のデータ収集・処理を行う性能を有する。 
サーバ構成は、同一サーバ 3 台を一式とし、2 台

を運用系として二重処理、１台を予備系としている。

いずれのサーバもジョブフローソフトウェアを搭載

し、独立してジョブの投入・管理を行うことができ

る。 
また、運用管理機能によりログのリアルタイム監

視を行い、サーバの異常時には 60 秒以内にその異常

を検知することが可能である。 
 
(2)衛星二次処理サーバ 

衛星二次処理サーバは、一次処理で作成されたデ

ータや他の地球観測衛星等から得られたデータ等を

源泉とし、各種プロダクト作成処理を行う。 
本サーバは EP8000 が導入され、演算装置は
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POWER7（3.0GHz）による16way構成となっている。

OS は AIX V6.1、主記憶メモリは 1 コアあたり

8Gbytes であり、1000BASE-T で、清瀬基幹ネットワ

ーク装置と業務管理ネットワーク装置に冗長接続さ

れる。 
本サーバでは、1 観測毎に複数のプロダクト作成

処理や観測チャンネル毎のデータ処理を同時に実行

するため、中間処理も含めた多数のプロセスを一定

時間内に完了する能力が求められる。そのため、サ

ーバは 6 台あり、そのうち 5 台を運用サーバとして

業務内容を分担し定常運用を行う。6 台目は待機サ

ーバとなるが、プログラムの開発環境としても利用

される。 
サーバの障害監視と切り替えは、日立製作所製の

HA モニタと呼ばれる機構が使われている。HA モニ

タは、サーバ間を結ぶ専用回線を介してハートビー

ト信号をやり取りすることで相互監視を行い、待機

サーバが運用サーバの障害を発見した場合に、待機

サーバを運用サーバに切り替える。衛星二次処理サ

ーバの場合は、待機サーバが 5 台の運用サーバを常

時監視している。 
この切り替えは運用サーバに割り振られる仮想 IP

アドレスと仮想サーバ名を引き継ぐ形をとるため、

障害時は約 60 秒以内の高速切り替えを実現してい

る。他機器からの ftp,sftp,rcp,telnet などによる本サー

バへのアクセスは、接続先として仮想 IP アドレス・

仮想サーバ名を指定するので、1 台ないし複数のサ

ーバが障害となってもその業務処理を待機サーバが

全て引き継ぐことが可能である。ただし、複数サー

バを引き継いだ場合は演算能力不足が見込まれるた

め、業務処理に遅延が発生する可能性がある。 
 

(3)外国衛星処理サーバ 

外国衛星処理サーバは、極軌道気象衛星の観測デ

ータのプロダクト作成に特化させたサーバである。 
本サーバは HA8000 が導入され、演算装置は Intel

社製の CPU である Xeon の X5670 モデル（2.93GHz）
による 6 コア構成となっている。主記憶メモリは

32Gbytes である。 
OS は、RedHat 社製の Red Hat Enterprise Linux 5 で

ある。 
清瀬基幹ネットワーク装置と業務管理ネットワー

ク装置に 1000BASE-T で冗長接続される。 
サーバ構成は 2 台で、それぞれ「主系（運用サー

バ）」「副系（待機サーバ）」として定常運用を行う。

衛星二次処理サーバと同様に HA モニタが使われて

おり、待機サーバは運用サーバを常に監視し、運用

サーバの障害発生時は待機サーバが業務処理を引き

継ぐ。 
 
(4)衛星データ処理ルーチン制御サーバ  

衛星データ処理ルーチン制御サーバは、衛星デー

タ処理におけるジョブの投入や管理を行い、ジョブ

フローを自動的に制御して、定常業務を行う。業務

管理ネットワークにのみ冗長接続している。 
本サーバは EP8000 が導入され、 POWER6+

（4.7GHz）による 2way 構成となっている。主記憶

メモリは 1 コアあたり 16Gbytes。OS は AIX V7 であ

る。業務管理ネットワーク装置に 1000BASE-T で接

続される。 
サーバ構成は 2 台で、稼働系・待機系としており、

稼働系サーバがジョブの制御を行う。また衛星二次

処理サーバと同様に HA モニタが使われており、待

機系は稼働系を常に監視し、稼働系の障害発生時は

待機系が業務処理を引き継ぐ。 
 

 
2.3 衛星データ処理ストレージ 

衛星データ処理ストレージは、衛星データ処理シ

ステム専用の記憶装置で、基本的に衛星処理サーバ

のみに接続されている。 
記憶装置は、処理サーバとネットワーク接続する

NAS（Network Attached Storage）ユニットと、ストレ

ージ本体であるSASインターフェースを用いた磁気

ディスクによる磁気ディスクアレイ装置 Hitachi 
Adaptable Modular Storage2500(AMS)で構成されてい

る。 
NAS ユニットは、クラスタ構成で２台が共に稼働

しており、通常時は Active-Active で負荷を分散する。

NAS ヘッド部 1 台あたりのシーケンシャルリード性

能として約 54MB/s を実現している。 
ストレージ本体は、主系・副系で冗長性を持たせ

た構造を有する。副系の AMS は、ユーザーからは

見えないように隠蔽されているが、ユーザーにより

書きこまれたデータは主系・副系両方にほぼ同時に

記録される。ストレージ性能としては、容量 20MB
の 160 種類のファイルが 60 秒以内に全て読み込み・

書き込みできるレベルのものとなっている。 
 
2.4 運用監視装置 

運用監視装置は、衛星データ処理ルーチンの運用

監視と、システム構成機器の運用監視を一元的に行

うことを目的としている。障害を感知した場合はオ

ペレーターへの報知も行う。 
本装置は、「統合管理サーバ」「システム管理サー

バ」「運用管理サーバ」「状態表示端末」で構成され
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ている。 
 
a.統合管理サーバ 

統合管理サーバは、運用監視装置の中核をなし、

衛星データ処理システムを含むスーパーコンピュー

タシステム全ての機器の状態を監視する。 
サーバは HA8000/RS220AK で、サーバのどちらか

1 台が障害になっても業務が継続できるよう相互切

り替えが可能な 2 台 1 組のクラスタ構造と、その 2
台で使用するストレージ 1 台（日立製作所製

BR-1600）で構成されている。 
 
b.システム管理サーバ 

システム管理サーバは、衛星データ処理システム

を運用するにあたって必要なサービスや機能を提供

する。 
サーバは HA8000/RS220AK で、サーバのどちらか

1 台が障害になっても業務が継続できるよう相互切

り替えが可能な 2 台 1 組のクラスタ構造と、その 2
台で使用するストレージ 1 台（日立製作所製

BR-1600）で構成されている。 
 

c.運用管理サーバ 

運用管理サーバは、「統合管理サーバ」「システム

管理サーバ」に搭載できなかったその他の機能を搭

載している。 
サーバは HA8000/RS220AK で、2 台 1 組のクラス

タ構造となっている。 
 
d.周辺機器 

周辺機器としては、52 インチの液晶大型ディスプ

レイ、警告灯、卓上カラープリンタが設置されてい

る。 
警告灯「警子ちゃんⅡ」は、用途に応じて赤・黄・

緑の点灯・点滅が可能であり、障害発生時等には統

合管理サーバからの制御で点灯させることができる。 
 
2.5 リモートメンテナンス装置 

リモートメンテナンス装置は、衛星データ処理シ

ステムの障害発生時に、外部から電話回線を通じて

システムにログインし、障害情報の収集を支援する

ことを目的とする。 
本装置は、多重セキュリティ機能により外部から

の衛星データ処理システムへの安全な接続を実現し

ている。 
 
2.6 状態表示端末 

状態表示端末は、衛星ルーチンのジョブ登録作業

や稼働状況の確認、運用監視装置が集める各機器・

ネットワークの情報表示を主目的とする端末である。 
 スーパーコンピュータシステム全体に 7 台を一式

として 2 式提供されており、そのうち気象衛星セン

ター第一庁舎に 9 台が割り当てられている。9 台の

うち 7 台は、運用監視装置のユーザーインターフェ

ースとして現業室に設置されており、加えてリモー

トデスクトップサーバ機能を搭載し、端末からジョ

ブフロー制御ソフトウェア AJS を参照できるように

なっている。 
本端末は、日立製作所製の HF-W2000 モデル 20

で、OS は Microsoft 社の Windows 7 が搭載されてい

る。また、ジョブフロー制御ソフトウェア

JP1/AJS3-View が搭載されており、JP1/AJS3-Manager 
と連動しジョブの情報表示、投入操作等を行う（後

述）。 
 
３ ソフトウェア 

 
3.1 オペレーティングシステム 

衛星一次処理サーバ・衛星二次処理サーバの OS
は、IBM 製の AIX Version6.1 が採用されている。 
外国衛星処理サーバの OS は、RedHat 製の Red Hat 

Enterprise Linux 5.6 が採用されている。 
運営監視端末と状態表示端末は MS-Windows 7 が

搭載されている。 
 
3.2 開発環境 

(1)言語処理系（C,FORTRAN） 

AIX OS を持つ衛星一次処理サーバ・衛星二次処理

サーバの開発言語としては、日立製作所製の最適化

FORTRAN90と IBM製の IBM XL C/C++ V11 for AIX,
が採用されている。なお、FORTRAN と C の関数や

サブルーチンは互いに呼びだすことも可能である。 
Linux OS を持つ外国衛星処理サーバについては、

Intel 社製の Intel Fortran XE 12 と GNU の C コンパイ

ラである GNU Computer Collection (ver4.4)を搭載さ

れている。 
 

(2)ライブラリ 

上記開発言語に用いる数値計算用のライブラリと

して、MATRIX/W と MSL2 が AIX サーバ・Linux サ

ーバのいずれにも導入されている。MATRIX/W は、

基本的な行列計算のほか、逆行列、固有値・固有ベ

クトル、連立一次方程式、高速フーリエ変換などの

サブルーチンを提供する。MSL2 は、行列計算のほ

か、各種の統計計算プログラム、非線型方程式や最

適化問題、微分方程式、数値積分、補間計算などの
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POWER7（3.0GHz）による16way構成となっている。

OS は AIX V6.1、主記憶メモリは 1 コアあたり

8Gbytes であり、1000BASE-T で、清瀬基幹ネットワ

ーク装置と業務管理ネットワーク装置に冗長接続さ

れる。 
本サーバでは、1 観測毎に複数のプロダクト作成

処理や観測チャンネル毎のデータ処理を同時に実行

するため、中間処理も含めた多数のプロセスを一定

時間内に完了する能力が求められる。そのため、サ

ーバは 6 台あり、そのうち 5 台を運用サーバとして

業務内容を分担し定常運用を行う。6 台目は待機サ

ーバとなるが、プログラムの開発環境としても利用

される。 
サーバの障害監視と切り替えは、日立製作所製の

HA モニタと呼ばれる機構が使われている。HA モニ

タは、サーバ間を結ぶ専用回線を介してハートビー

ト信号をやり取りすることで相互監視を行い、待機

サーバが運用サーバの障害を発見した場合に、待機

サーバを運用サーバに切り替える。衛星二次処理サ

ーバの場合は、待機サーバが 5 台の運用サーバを常

時監視している。 
この切り替えは運用サーバに割り振られる仮想 IP

アドレスと仮想サーバ名を引き継ぐ形をとるため、

障害時は約 60 秒以内の高速切り替えを実現してい

る。他機器からの ftp,sftp,rcp,telnet などによる本サー

バへのアクセスは、接続先として仮想 IP アドレス・

仮想サーバ名を指定するので、1 台ないし複数のサ

ーバが障害となってもその業務処理を待機サーバが

全て引き継ぐことが可能である。ただし、複数サー

バを引き継いだ場合は演算能力不足が見込まれるた

め、業務処理に遅延が発生する可能性がある。 
 

(3)外国衛星処理サーバ 

外国衛星処理サーバは、極軌道気象衛星の観測デ

ータのプロダクト作成に特化させたサーバである。 
本サーバは HA8000 が導入され、演算装置は Intel

社製の CPU である Xeon の X5670 モデル（2.93GHz）
による 6 コア構成となっている。主記憶メモリは

32Gbytes である。 
OS は、RedHat 社製の Red Hat Enterprise Linux 5 で

ある。 
清瀬基幹ネットワーク装置と業務管理ネットワー

ク装置に 1000BASE-T で冗長接続される。 
サーバ構成は 2 台で、それぞれ「主系（運用サー

バ）」「副系（待機サーバ）」として定常運用を行う。

衛星二次処理サーバと同様に HA モニタが使われて

おり、待機サーバは運用サーバを常に監視し、運用

サーバの障害発生時は待機サーバが業務処理を引き

継ぐ。 
 
(4)衛星データ処理ルーチン制御サーバ  

衛星データ処理ルーチン制御サーバは、衛星デー

タ処理におけるジョブの投入や管理を行い、ジョブ

フローを自動的に制御して、定常業務を行う。業務

管理ネットワークにのみ冗長接続している。 
本サーバは EP8000 が導入され、 POWER6+

（4.7GHz）による 2way 構成となっている。主記憶

メモリは 1 コアあたり 16Gbytes。OS は AIX V7 であ

る。業務管理ネットワーク装置に 1000BASE-T で接

続される。 
サーバ構成は 2 台で、稼働系・待機系としており、

稼働系サーバがジョブの制御を行う。また衛星二次

処理サーバと同様に HA モニタが使われており、待

機系は稼働系を常に監視し、稼働系の障害発生時は

待機系が業務処理を引き継ぐ。 
 

 
2.3 衛星データ処理ストレージ 

衛星データ処理ストレージは、衛星データ処理シ

ステム専用の記憶装置で、基本的に衛星処理サーバ

のみに接続されている。 
記憶装置は、処理サーバとネットワーク接続する

NAS（Network Attached Storage）ユニットと、ストレ

ージ本体であるSASインターフェースを用いた磁気

ディスクによる磁気ディスクアレイ装置 Hitachi 
Adaptable Modular Storage2500(AMS)で構成されてい

る。 
NAS ユニットは、クラスタ構成で２台が共に稼働

しており、通常時は Active-Active で負荷を分散する。

NAS ヘッド部 1 台あたりのシーケンシャルリード性

能として約 54MB/s を実現している。 
ストレージ本体は、主系・副系で冗長性を持たせ

た構造を有する。副系の AMS は、ユーザーからは

見えないように隠蔽されているが、ユーザーにより

書きこまれたデータは主系・副系両方にほぼ同時に

記録される。ストレージ性能としては、容量 20MB
の 160 種類のファイルが 60 秒以内に全て読み込み・

書き込みできるレベルのものとなっている。 
 
2.4 運用監視装置 

運用監視装置は、衛星データ処理ルーチンの運用

監視と、システム構成機器の運用監視を一元的に行

うことを目的としている。障害を感知した場合はオ

ペレーターへの報知も行う。 
本装置は、「統合管理サーバ」「システム管理サー

バ」「運用管理サーバ」「状態表示端末」で構成され
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ている。 
 
a.統合管理サーバ 

統合管理サーバは、運用監視装置の中核をなし、

衛星データ処理システムを含むスーパーコンピュー

タシステム全ての機器の状態を監視する。 
サーバは HA8000/RS220AK で、サーバのどちらか

1 台が障害になっても業務が継続できるよう相互切

り替えが可能な 2 台 1 組のクラスタ構造と、その 2
台で使用するストレージ 1 台（日立製作所製

BR-1600）で構成されている。 
 
b.システム管理サーバ 

システム管理サーバは、衛星データ処理システム

を運用するにあたって必要なサービスや機能を提供

する。 
サーバは HA8000/RS220AK で、サーバのどちらか

1 台が障害になっても業務が継続できるよう相互切

り替えが可能な 2 台 1 組のクラスタ構造と、その 2
台で使用するストレージ 1 台（日立製作所製

BR-1600）で構成されている。 
 

c.運用管理サーバ 

運用管理サーバは、「統合管理サーバ」「システム

管理サーバ」に搭載できなかったその他の機能を搭

載している。 
サーバは HA8000/RS220AK で、2 台 1 組のクラス

タ構造となっている。 
 
d.周辺機器 

周辺機器としては、52 インチの液晶大型ディスプ

レイ、警告灯、卓上カラープリンタが設置されてい

る。 
警告灯「警子ちゃんⅡ」は、用途に応じて赤・黄・

緑の点灯・点滅が可能であり、障害発生時等には統

合管理サーバからの制御で点灯させることができる。 
 
2.5 リモートメンテナンス装置 

リモートメンテナンス装置は、衛星データ処理シ

ステムの障害発生時に、外部から電話回線を通じて

システムにログインし、障害情報の収集を支援する

ことを目的とする。 
本装置は、多重セキュリティ機能により外部から

の衛星データ処理システムへの安全な接続を実現し

ている。 
 
2.6 状態表示端末 

状態表示端末は、衛星ルーチンのジョブ登録作業

や稼働状況の確認、運用監視装置が集める各機器・

ネットワークの情報表示を主目的とする端末である。 
 スーパーコンピュータシステム全体に 7 台を一式

として 2 式提供されており、そのうち気象衛星セン

ター第一庁舎に 9 台が割り当てられている。9 台の

うち 7 台は、運用監視装置のユーザーインターフェ

ースとして現業室に設置されており、加えてリモー

トデスクトップサーバ機能を搭載し、端末からジョ

ブフロー制御ソフトウェア AJS を参照できるように

なっている。 
本端末は、日立製作所製の HF-W2000 モデル 20

で、OS は Microsoft 社の Windows 7 が搭載されてい

る。また、ジョブフロー制御ソフトウェア

JP1/AJS3-View が搭載されており、JP1/AJS3-Manager 
と連動しジョブの情報表示、投入操作等を行う（後

述）。 
 
３ ソフトウェア 

 
3.1 オペレーティングシステム 

衛星一次処理サーバ・衛星二次処理サーバの OS
は、IBM 製の AIX Version6.1 が採用されている。 
外国衛星処理サーバの OS は、RedHat 製の Red Hat 

Enterprise Linux 5.6 が採用されている。 
運営監視端末と状態表示端末は MS-Windows 7 が

搭載されている。 
 
3.2 開発環境 

(1)言語処理系（C,FORTRAN） 

AIX OS を持つ衛星一次処理サーバ・衛星二次処理

サーバの開発言語としては、日立製作所製の最適化

FORTRAN90と IBM製の IBM XL C/C++ V11 for AIX,
が採用されている。なお、FORTRAN と C の関数や

サブルーチンは互いに呼びだすことも可能である。 
Linux OS を持つ外国衛星処理サーバについては、

Intel 社製の Intel Fortran XE 12 と GNU の C コンパイ

ラである GNU Computer Collection (ver4.4)を搭載さ

れている。 
 

(2)ライブラリ 

上記開発言語に用いる数値計算用のライブラリと

して、MATRIX/W と MSL2 が AIX サーバ・Linux サ

ーバのいずれにも導入されている。MATRIX/W は、

基本的な行列計算のほか、逆行列、固有値・固有ベ

クトル、連立一次方程式、高速フーリエ変換などの

サブルーチンを提供する。MSL2 は、行列計算のほ

か、各種の統計計算プログラム、非線型方程式や最

適化問題、微分方程式、数値積分、補間計算などの
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サブルーチンを提供する。 
 
3.3 業務処理ソフトウェア 

 

(1)ジョブフロー制御ソフトウェア JP1/AJS3 

ジョブフロー制御ソフトウェア JP1/AJS3 は、定型

的な業務を自動化するためのソフトウェアである。

毎日、事前に設定したスケジュール通りに行う必要

がある衛星データ処理において有用である。 
JP1/AJS3 では、業務を構成する一つ一つの作業を

切り出し、業務処理の最小単位を「ジョブ」、複数の

ジョブをまとめて作業の実行順序を定義したものを

「ジョブネット」、管理のために複数のネットをまと

めたものを「ジョブグループ」として、登録情報を

階層に分けて整理している。 
また、業務を実行するために、ホストは業務を管

理するホスト（マネージャーホスト）と実際に業務

を実行するホスト（エージェントホスト）で構成さ

れている。１つのマネージャーホストは複数のエー

ジェントホストを集中管理することも可能である。 
 

(2)JPP/JCL 

JPP/JCL は、本庁数値予報課で開発されたシェル

スクリプト記述言語で、数値用法ルーチンのルール

にのっとったシェルスクリプト作成を支援する機能

をもつツールである。 
その使用方法は、前システムと特に変わっていな

いので（「AJS2」とある部分は「AJS3」と読み変え

る必要がある）、気象衛星センター技術報告特別号

（2006）の章「1-2 衛星データ処理システム」にお

ける「1-2-2-2-8 JPP/JCL」の節を参考にしてほしい。 
 
3.4 独自ツール（MSIAL） 

 MSIAL は、気象衛星画像アクセス共用ライブラリ

の略称であり、種々の気象衛星データへのアクセス

や投影変換、地図描画等の機能をもつ汎用ライブラ

リである。 
 本ライブラリは、気象衛星センターで独自に開発

されたもので、C 言語を用いて記述されており衛星

固有のデータフォーマットを意識することなく、単

一のインターフェースによりデータにアクセスでき

るようになっている。また、Fortran で記述されたイ

ンターフェースが実装され、Fortran で開発されたプ

ログラムでも利用できるようになっている。 
 ユーザに提供される機能としては、以下に述べる

衛星データアクセス、地形関連データアクセス、図

形・画像描画、汎用ユーティリティーが挙げられ、

ユーザはそれらの機能を組み合わせてプロダクト開

発等に応用することになる。 
 

(1)衛星データアクセス 

 衛星データアクセスは、様々な衛星データへのア

クセスを行い、データを扱う上での様々な機能を提

供し、衛星データのチャンネル・物理要素を指定し

て利用する仕様となっており、物理要素は、放射輝

度・輝度温度・反射率・カウント値のいずれか、ま

たは複数の指定が可能である。 

本機能は主に以下のような構成となっている。 

 

1. チャンネル・物理要素の情報取得 

2. 観測データの取得 

3. ナビゲーション処理、付加情報取得 

4. キャリブレーション情報の取得 

5. ヒストグラム作成、及び統計処理 

 

 観測データの取得については、画素値の階調変換

や対象領域に対する拡大・縮小等の加工の他、後述

する座標変換・投影変換などを施した上での取得が

可能である。この場合、これまでは対応する座標の

最隣接にある画素を取得する実装だけであったが、

その後、任意の手法により内挿した画素値の取得も

可能となっている。 

 現在のバージョンでは、以下の衛星データが利用

可能となっている。 

 

 MTSAT-HRIT 

 MTSAT-HIRID 

 MTSAT-RAW 

 累積 VISSR 

 S-VISSR 

 GOES-GVAR 

 HRPT(AVHRR のみ） 

 NOAA-GAC 

 FY-HIRID 

 MTSAT-1R-DATATAP 

 AAPP 

 MSG(Native) 

 MFG(OpenMTP) 

 

(2)地形関連データアクセス 

 衛星データだけではなく、さまざまな解像度を持

つ地形関連データを内部にデータベースとして持っ

ており、これらにアクセスすることも可能となって

いる。 

 現在使用できるデータは、以下の通りである。 

1. 土地被覆データ 
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2. 海陸分布データ 

3. 海岸線データ 

4. 標高データ 

5. MODIS 地球画像 

 

 これにより、緯度経度毎の土地被覆特性や海陸判

定、標高値の取得などができ、衛星データと組み合

わせることでプロダクト開発への応用が可能である。

また、上に挙げたように海岸線データや MODIS 地球

画像も含まれており、同様に組み合わせて描画する

ことにより、さまざまな汎用画像の作成が可能であ

る。 

 なお、現在、標高データについては、スペースシ

ャトル地形データ（SRTM）を新たに導入し、最大 3

秒の細かな解像度の標高値が扱えるようにもなって

いる。 

 

(3)図形・画像描画 

 本ライブラリには汎用画像を作成するためのイン

ターフェースがあり、画像サイズ（幅、高さ）、階調

を指定した上で、描画対象を入力することでプログ

ラム上から直接画像ファイルを作成することができ

る。 

 現在のバージョンで作成できる画像形式は、BMP、

JPEG、PNG、PGM/PPM の 4種類あり、それぞれについ

てインデックスカラー・24ビット RGB の 2パターン

の画像をサポートしている。 

 また、本機能には作成する画像上に、点、直線、

多角形などの図形や文字列を配置することが可能で

あり、「描画コンテキスト」と呼ばれるパラメータの

設定により、線の太さや配置する座標などの描画要

素が任意に指定できる。 

 

(4)汎用ユーティリティー 

 これまで挙げた以外にも、本ライブラリには、基

本的なデータ操作や数値演算などの一般的な機能群

が用意されている。現在、主にサポートされている

ものは以下の通りである。 

 

1. ビット操作・エンディアン関連 

2. レベル値操作 

3. 日時の計算・天文計算 

4. 算術演算・最適化処理 

5. 各種投影変換 

 

 投影変換については、現在、以下の種別がサポー

トされており、取得した衛星データや海岸線データ

を入力することで、任意の投影を施した衛星画像や

地図画像を作成することが可能である。 

 

 円形 

 ポーラステレオ 

 ランベルト正角円錐 

 メルカトール 

 正方格子 

 ランベルト正角円錐(斜軸) 

 

(5)その他 

 本ライブラリは、これまで Solaris や AIX 等の 32

ビット計算機上での利用がメインであったが、現在

は改修が施されLinuxを搭載した64ビット計算機な

どの様々なプラットホーム上でも利用できるように

なっている。 
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サブルーチンを提供する。 
 
3.3 業務処理ソフトウェア 

 

(1)ジョブフロー制御ソフトウェア JP1/AJS3 
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